科学（図書）館についての意見のまとめ
（第１回検討委員会より）
1 目指す科学（図書）館像
1 子どもたちが興味・関心を高め、探究心を育む体験型科学館
· 子どもたちが興味を持ち、子ども自らが進んで学習したり、前に進んでいこうとするような力を引き出す科学館
· 自然科学の分野に子どもたちの目を開かせて、興味・関心を持たせてやれるような科学館
· 子ども自身が自分の足で日常的に繰り返し来てくれる科学館
· 地域の科学学習施設として、児童生徒が平常的に集う科学館
2 最先端の科学技術に触れ、知的好奇心を育む科学館
· 高知は、先端の科学技術の環境が少ない。最新の技術を理解させる科学館
· 社会教育の部分を重視した高度な科学館
· 高度な技術や最先端技術を分かりやすく知らしめる科学館
· 科学技術におけるブラックボックスの中身を理解させることができるような機能を持った科学館
· 宇宙技術や先端技術的なものが身近に感じられる科学館
3 本県の中核的な情報センターとしての科学館
· 様々なメディアを使った学びができる科学館
· ITを活用した科学館
· 自然にアプローチするための方法や動機付けができる科学館
· 自然に関する環境問題等の知識を得られる科学館
· 県内にちらばっている自然系施設や、科学的活動に取り組んでいるグループや団体等の情報を集約し、発信する科学館
2 科学（図書）館の役割
1 小中学生の伸びる子どもを学校の外で伸ばす、学校教育以上に伸ばしたい。
2 子どもの科学の芽をさらに伸ばせられるような何かがある。
3 学校で動機付けられた内容がより高度により深められ、さらに子ども自らが自分で深めていける環境がある。
4 単にこの科学館は子どもだけがターゲットではない。
5 大人と子どもが集い、交流し学び合う。
6 子どもが一人で行っても楽しめる、親子でも楽しめる。
7 子どもが長い時間いられる。親も安心できる。
8 遊べる場所であり、楽しい場所である。
3 科学（図書）館の機能
· 育成機能
1 科学に対する興味・関心を引き出す。
2 子どもたちの科学の芽を育てる。
3 最新の科学技術を理解させる。
4 触って感じて、その自然の不思議さや理科の不思議さ、またはそういうことを探究していこうという心を育てる。
5 理科好きの子どもを育てる。
6 郷土の豊かな自然への働きかけを通して、豊かな感性を育てる。
· 体験型機能
1 実際に触れて学習する。
2 目の前で見てみる、触ってみる、体験してみる。
3 ものづくりの基本はまず見る、触る、作る。
4 子どもたちが来て触って遊ぶ。触って何かを感じる。それから何かを作る。
5 実際に目で見て、触って、においをかんで、少し痛めにあうかもしれないが、そういった活動ができる。
6 できあがったものではなく、何でもないがらくたがあって、触れられる。分解できて仕組みを探る。（例えば、壊れたビデオデッキ、モーター等）
7 素晴らしいもの、できあがっているものを与えるだけでなく、子ども自身が作り上げる場である。
· ネットワーク機能
1 生物・地学系に関して、県内に散らばっている施設の中核となる。
2 市町村の様々な地質、魚、特徴のある場所、活動の中心となっているところとつながり、その中核となる。
3 県内だけでなく県外やNPO・企業とのネットワークを作る。
4 ノウハウをもつ退職教員たちがネットワークを作り、子どもたちの疑問の声に応えていく仕組みを作る。
· 博物館的機能
1 保管施設がないため、地学・生物系の標本が県外へ流出している。財産流出を避けるため、博物館的要素が必要である。
2 科学的な考え方を伝えられる大人の存在が必要である。
3 不思議だと思ったことは、誰かに伝えたいし、聞きたい。科学館に人がいるということが大切。コミュニケーションが科学する心を高めていく。
4 学芸員が必要。できれば修士、ベストは博士号を持っている学芸員が望ましい。博士号を持っている学芸員であれば、大学で講義ができる。教員免許取得者が多いので、学校現場で授業もできる。
5 博物館実習ができる場とする。大学に対して大きな教育貢献となる。
6 科学ミュージアムとして、広く市民・県民を啓発する。
· 学校教育連携・協力機能
1 科学学習センターとして学校の理科授業をサポートする。
2 教員が困っている、やりにくい単元の実験等ができる施設・設備を備えて、学校の理科授業を支援する。
3 教員同士が自主的に互いの技量を高め合える場を提供する。
4 理科を教えることのある教員の研修の場として活用できる施設であってほしい。（例えば、理科実験室で指導員が教員に実験を教える。）
5 教員が研修でちょっと実験をやってみようと思うときに実験ができる、そんな施設が良い。
6 教員対象の研修会を開けるような場所がほしい。
4 科学（図書）館の施設構成
1 自然史系と科学技術の両方が必要
2 先人の資料に、実際に触れて学習できる場
3 展示的なものは極めて制限し、基本は科学館学習（例えば、出雲科学館では、学芸員が子どもたちに小中学校理科での様々なテーマで、年中繰り返して指導している。）
4 大人と子どもが集い合い、実際のものを見て、勉強し合える場で、そこに本があれば最高
5 現在の子ども科学図書館より広いスペースで触って遊べる、感じて、作っていくというスペースが必要
6 子どもが工夫して考えることができる空間が必要
7 子どもが自分自身の力で何かやって達成できるような活動の場が必要
8 子どもたちを育てるのは科学教室や親子科学教室
9 足摺や室戸なんかの映像を大きなスクリーンで映すような豊かな自然環境を見せる機器も大切
10 宇宙に関する内容は県内のどこにも触れるところがない。はやぶさのこともほとんどが知らない状況。はやぶさや宇宙には夢がある。その刺激を与える展示、体験のできる場
11 ブラックボックスの中に入っていきたくなるような、そういう刺激を与える展示や体験ができる場
12 基本は文献と標本
13 特に生物系・地学系の標本類を保管する施設、設備。保管できる場
14 教員も使えるような実験設備を備えた施設
5 その他
1 他の科学館の成功例、失敗例にきちんと学んで構想してほしい。
2 地域の子どもが定常的に集う場所となるよう集まりやすい工夫がいる。
3 大型バスを持って、郡部の子どもたちを連れてくる。郡部の子どもたちも恩恵にあずかるようなシステムが必要である。
4 展示物だけでなく、親子科学教室や講座に多くの子どもが参加できるようにすべき。郷土の自然を学ぶ講座や野外教室などの活動も必要である。
5 実験装置等を積み込んだ移動科学車等も将来的にできるとよい。
6 郡部の小学校・中学校に出向いて指導員が実験するといったことも検討してはどうか。
7 科学館職員が出前授業に行くとして、「誰が行くのか」「どんな内容にするのか？」「教員がどんな思いを持っているのか？」「どんな計画なのか」等の確認が必要である。
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